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◎ 以下の用紙が揃っているか確認し、用紙の過不足、印刷不明瞭や汚れ等に気づいた場合は、静か

に手を挙げて監督者に知らせること。 

Check if the following papers are present as indicated below. If you find excess or deficiency, 
some incomplete printing or collating, please let the supervisor know by raising your hand 
silently. 
 

 

表紙（この紙）Front page（This paper） １ 枚 

問題用紙 Examination Questions １ 枚 

解答用紙 Answer Sheet ２ 枚 

下書用紙 Scratch Paper １ 枚 

合計 Total ５ 枚 

 

 

◎ 解答用紙全てに受験番号と氏名を記入すること。 

Please write your examinee’s number and your full name on all answer sheets. 

裏面には記入できません。解答用紙の追加が必要な方は監督者に申し出てください。  
You cannot write your answer on the back of this sheet. If you need additional answer  
sheets, please notify the supervisor. 
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第１問 次の文章を読んで、問１～問３に答えなさい。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（野田公夫・守山弘・高橋佳孝・九鬼康彰著『里山・遊休農地を生かす 新しい共同＝コモン

ズ形成の場』2011年より引用・改変） 

 

問１ 下線部①に関連して、高度経済成長期における農業と生活の近代化によって「茅場」の役

割は失われることとなった。昔の農村において「茅場」はどのように利用され、高度経済成長期

にどのような変化によってその利用が失われたかを、農業と生活のそれぞれについて一つ以上例

を挙げて説明しなさい。 

 

問２ 下線部②は、茅場が新しい機能ないしは社会的役割を担うようになることを意味している。

茅場の新たな機能・役割として、どのようなものが考えられるか、答えなさい。 

 

問３ 下線部③に関連して、新たな草地の利用・管理の体制としてどのようなものが考えられる

か、あなた自身の考えを述べなさい。 
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